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                  ３年ぶり日本選手権大会「第３７回日本ペタンク選手権 

大会」が富山県富山市で開催されます。このコロナ禍の２ 

年間準備を進めてきた主管協会富山県ペタンク連盟の皆 

さんに感謝するとともに、大会出場を目指してきた会員、 

その舞台に出場される北海道代表の皆さんに、北海道のキ 

ャッチフレーズ「その先の、道へ。北海道」を胸に健闘を 

祈念します。 

７月３日道央・道東地区に分けての北海道予選大会、北 

海道代表枠は男子 3 チーム、女子４チームですが、男子 

の各地区２位の 3 位決定戦を７月１６日池田町で開催さ 

れ、激闘の末に池田町がむかわ町に逆転勝利して代表と 

なりました。日本選手権大会の開催要項は７月１７日、 

北海道事務局長から各代表チームに配付されました。 

（日本選手権大会開催要項は日本連盟 HP に掲載 １０月１５日・１６日） 

第３７回日本ペタンク選手権大会北海道代表チーム（男子３チーム・女子４チーム） 

◎男子 北見市 滝口洋祐・山中清史・小野勝治   安平町 藤原 一・榎林義博・舛田仲永 

    池田町 中鉢 昇・嵯峨 旭・香田 昇 

◎女子 美幌町 宮内 幸・藤村陽子・佐々木初恵  札幌市 熊谷雅代・横山順子・桑原芳枝 

    安平町 今井悦子・松山美恵子・舛田由紀子  北見市 佐藤宮子・大石恵美子・桜本葉子   
 

   

 
 

 ７月１０日（日）札幌農試公園屋外コートでパリ祭記念ペタンク大会が開催されました。札幌

ペタンク協会中村会長より、大会報告です。 

「当日は、生憎の雨にたたられ、当日受付の大会運営 

がみごとに裏切られた格好となりました。例年になく 

出足が悪く、参議院議員選挙と重なるなどして、参加 

者は過去最低となりました、そうした中、大会を盛り 

上げてくれたのは、おじいちゃんと初めて参加した小 

学５年の皆川広登（ひろと）君でした。今回初めて試 

合に参加するという広登君は、協会が準備したジュニ 

ア用ボールを、身体を目いっぱい使って投げ、何度も 

観客から拍手をもらいました。来年は、同年代の仲間 

達とチームを組んで参加し、新たな成長の姿を見せて 

もらいたいものと、今から期待しています。」 

 

 

 

 

日日本本選選手手権権へへ北北海海道道代代表表決決ままるる  
  

 

３年ぶりの大会再開、今年がペタンク普及元年になりますように！！ 

北海道のキャッチフレーズ「その先の、道へ。北海道」 
 

  

第１４回「パリ祭記念」ペタンク大会 

 

❶ 

3 試合目に１対９から 11 対９の大逆転 

北海道代表となった池田町チーム 

 

 
大会参加者の中にジュニアの姿！！ 

札幌日仏協会が行う年間の文化イベント 

mailto:ken-9753@sea.plala.or.jp


 

                                 

 
 

道内ペタンク愛好者が全国のペタンカーと対戦で  

きる！？そんな大会が大会会場の広さの関係で 36 チー

ム、道内ペタンカーで大学生のペタンクサークルが北見

の大会に次いで参加するはずが、このコロナ禍の影響で

参加辞退、３４チームで雨の中の熱戦となりました。美

幌町ペタンク協会では３年ぶり大会で共催行事の美幌和

牛観光まつりが中止となる中、協賛企業・団体も半減さ

せて協力を依頼するなど、その準備にひと月をかけ、大

会会場も会員所有のショベルで整地するなど、大会環境 

を万全にして臨んだのに、何とティールのような当日雨という狙い撃ちにあって、参加者にとっ

ては大変不本意な大会となる、１１点先取を９点先取、終了時刻制限の時間を５０分から４０分

程度に変更して、予選５試合を午前中に終了させるなどして対応しました。午後からの決勝トー

ナメントはテランが水浸しになるという最悪の中、中断しないで試合を続行させて無事大会を終

えました。ペタンクは「いつでも、どこでも、だれでもできるスポーツ」なのですが、このよう

な雨の中でも強行すると「どんなときでも」できるペタンクであることを実証したことになりま

すが、参加者には感謝して、主管協会会員にはその後の後片 

付けにも感謝する大会となりました。 

◎７月１７日（日）美幌町みどりの村多目的広場 

◎安平町 2・北見市 14(2)・池田町 7(1)・札幌市 3(1) 

 むかわ町３(1)・美幌町５（1）34 チーム（決勝６） 

◎成績 優勝 池田中鉢  仲鉢 昇・頼子 （池田町） 

   準優勝 北見ミント 村上英樹・幸江  （北見市） 

    3 位 北見 T・M 村田 勉・白川美喜子（北見市） 

    4 位 美幌佐藤  佐藤英二・佐々木初恵（美幌町）   

 

大会前日曇り、当日雨、次の日は晴れという天候に、どうして当日だけが雨になったのか、変

えられない天気に不満ばかり。不満といえば、決勝トーナメントを抽選にしないことの抗議がむ

かわ町から（対戦相手池田町）大会事務局にありました。本大会は受付順によりブロックが決ま

り、ブロック１位６チームがあらかじめ決められた決勝トーナメントとすることを大会開催要項

で案内された通りです。 

 優勝した池田町の中鉢チームは、全道高齢者大会（準優勝）、北見でのティール選手権大会（3

位）、オホーツクオープン大会（優勝）、北海道予選大会（3 位北海道代表）、そして本大会での

優勝と３年ぶりの年は破竹の勢いです。これからの大会の活躍にも目が離なせません。 

 
  

                    美幌町協会所有のビニールハウスのなかに、雨でぬれ 

たテントなどを入れて乾燥させました。大会で使用す 

るテント、テーブル、イスなどは当初借用してきたの 

ですが、協賛企業・団体から広告料としての協賛金か 

ら計画的に整備してきたものです。第３４回（31 回） 

を数える大会、協賛していただいた企業・団体とともに、会員の力で大会を開催してきたという

気概が美幌町協会にはあるようです。本大会ではブロック６チームの５試合、リザーブ制（控え

選手）を導入しましたが、次回大会は 2 日間でミックスダブルス、チーム数限定大会のために

事前予約（リザーブ）で、オーバーの場合は抽選する大会を計画しています。（大会事務局） 

 

 

 

 

ココロロナナ禍禍３３年年ぶぶりりのの大大会会再再開開もも雨雨のの中中    活活躍躍ししたたミミッッククススダダブブルルスス！！？？  

  

テランが水浸しの決勝・３位決定戦 

  

雨雨ににううたたれれたたテテンントト・・看看板板・・幟幟ななどどはは大大型型乾乾燥燥室室へへ！！？？  

  

 

 

（左）４位・準優勝・優勝・3位 

  

  
美幌協会が所有するビニールハウス 

  

７月３１日開催の第２３回太平洋ペタンクむかわ大会は、新型コロナ変異株の急激な

感染拡大している事態に、自治体との協議により、大会中止を７月２４日決定しました。 
大会参加チーム数は道内９協会からの４０チームでした。次回大会で再会しましょう！！ 

 

  

❷

   



 

 

 

 

 

                       埼玉県熊谷市熊谷スポーツ文化公園「西多目 

的広場」で開催された 3 年ぶりの第 22 回東 

ペタンク選手権大会、54 チームが参加しての 

予選９ブロック（６チーム）、ブロック３位ま 

での２７チームが、決勝トーナメントで優勝を 

目指しての２日間、北海道選手にとっては暑さ 

との戦いの中、見事３年ぶりの２度目の準優勝 

を果たしました。優勝は山梨 B チームで、決勝 

戦はダブルス・トリプルスも負けたものの、ラ 

インで開催地の井上さんから、素晴らしいパフ 

ォーマンスと北海道から参加してくれたことに対する感謝の言葉とともに準優勝を祝していま

した。思えば、第１９回は北海道安平町での大会であり、決勝戦は井上さんの埼玉と札幌 B（今

回参加３人は同メンバー）、１対１から全員による１球勝負で札幌 B は準優勝でした。大会での

北海道選手の活躍は日本選手権大会へ続く、「その先の、道へ。北海道」を応援しましょう！！   

   

  

 

 

 

 日本ペタンク・ブール連盟から 88 歳（米寿）を 

迎えた会員に感謝状が贈呈されました。道会員では 

渡辺艶子・清水富士子・宍戸綾子・山﨑二太郎・東 

海林英さん５名に贈呈されました。ペタンクは健康 

でなければできません。米寿を迎えるためにも、ぺ 

タンクをやって、大いに楽しんでください。 

 

深谷市の講演会で増田明美さんの講演を聞かせて戴きました。増田さんの座右の銘は「知 好  

楽」だそうです。おのおのネットで調べてください。「何事をやるにしても、知っているだけの

人より、好きである人が勝っており、さらに、好きだけの人より、楽しむ人が勝っている。」つ

まり何事も楽しんでやる人にはかなわない。といった感じですかね。増田さんいただきます   

ペタンクでも「知 好 楽」ですよね。知っていることを強制的に人に教えると、教えてもらって 

いる人は無理だな？絶望感に陥り、ペタンクが嫌いになり楽しくなくなりペタンクから離れて行 

ってしまいます。ペタンクする人が好きになり、楽しいと感じるようなペタンクを指導できるよ 

うになりたいと感じさせてくれた講演会でした。 

（ブログ 第 22 回東日本ペタンク会残念ながら予選 4 位 - てくてく 歩こうよ・・・てね (goo.ne.jp) 

からの引用掲載） 

                          

                         ７月 25 日までの申込みにより、受験者 

は３名です。講習会も３年ぶり、主催が 

公益財団法人北海道スポーツ協会／日本 

ペタンク・ブール連盟です。座学と実技を行いますが、C 級審判員は協議規則４時間・実技講

習検定１時間・検定試験１時間です。主管の北海道ペタンク・ブール連盟／札幌ペタンク協会、

講師は JPBF 公認 A 級審判員牧原統さんです。 

 ペタンク競技の審判員・指導員を目指す会員を対象に資格検定講習会を開催し、専門的な知識

と実技の習得により審判員の養成と資質に向上を図るためにも、来年度以降も計画的に講習会を

行います。（各協会での受講希望者を把握して、来年度計画に反映させてください） 

JJPPBBFF 公公認認 CC級級審審判判員員資資格格検検定定                                            

講講習習会会８８月月１１１１日日（（木木））札札幌幌市市開開催催  

❸ 

２度目の準優勝を果たした北海道チーム 

（左）熊谷夫妻・北林・村上夫妻 

 

 



  

  

 

 
 

3 年ぶり大会再開で報道機関への積極的な取材依頼をしてくださ 

い。６月の北海道オホーツクオープン大会、７月の北の大地のペタ 

ンク大会と北海道新聞に掲載されました。新聞に掲載されることで 

ペタンクへの関心度がアップします。アップすれば、ちょっとした 

話題になり、そこにペタンクの縁ができる可能性があります。 

 北見市や美幌町そして農大のペタンクサークルでは勧誘のポスタ 

―を作成して掲示していますが、何よりも報道機関に取り上げても 

らうのが一番なのです。各協会での町民ペタンク大会などの行事や 

愛好者の集い、講習会・教室などあらゆる事業を周知してもらうこ 

とです。取材依頼をしないと、普及することはできないのです。 

 北の大地のペタンク大会は、協賛企業・団体が４０社程度だったのですが、この２年間コロナ

禍の中で大会が中止となりました。大会中止でも中止の報告と協会だよりを報告してきました。 

３年ぶりの大会、飲食業界の影響を考え、今回協賛依頼は２０社以下に絞り込みましたが、大会

をアピールする材料、北見市での大会での活躍もない！？そこで協賛広告依頼の前に、役職就任

報告を行い、その場での取材を受けました。その後の協賛企業・団体の広告料依頼する時、その 

話題で広告料の依頼も快諾してくれま 

した。（美幌町ペタンク協会大会事務局） 

 日本選手権大会北海道代表とかねん 

りんピック北海道代表となったことを 

報道機関に売り込んで取材をうけてく 

ださい。自治体首長に代表となったこと 

の報告の際に報道機関の取材をしても 

らうなど、積極的な広報活動により、ペ 

タンクの周知度アップを図ります。 

 

   

 

 避難を強いられるウクライナの家族に人道支援を 

行なうために国連 UNHCR 協会に寄付するために、 

北見市ペタンク協会から始まった義援募金リレーの 

協力をお願いします。北見、美幌からむかわの大会 

が中止となり、次は池田、札幌とつないでいきます。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      北海道ティール選手

権大会、北海道オホー

ツクオープンペタンク 

大会は雷雨で中断し、北の大地のペタン

ク大会は雨と、コロナ禍の中、3 年ぶり

の大会は、天候には恵まれていないよう

です。それでも快進撃の池田中鉢チーム

や初めてねんりんピック代表となった

むかわ町チーム、そして東日本ペタンク

選手権大会での北海道準優勝と大会で

の話題が満載です。 

７月に仙台市に転 

勤となった札幌ペタ 

ンク協会の山田さん 

から、仙台でのペタ 

ンク仲間とペタンク 

を再開している LIN 

E 写真つきの便りを 

いただきました。ペ 

タンクは何より楽し 

むことが大切です。 
（ペタンク通信発行責任者 磯野憲二）     

 

 

 

編集後記 

報報道道機機関関にに積積極極的的ににアアププロローーチチ  

各各地地ででペペタタンンククのの露露出出度度アアッッププ  

❸ 

 

 
北海道新聞掲載 

  

 
美幌新聞掲載 

  

ウウククラライイナナ緊緊急急事事態態  義義援援募募金金  

 ❹ 

 

 

仙台市での公園で 

 ７月２３日（土） 


